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【研究のポイント】 

• 小児（0-19 歳）が新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に感染する環境、

COVID-19の二次感染を起こす環境ともに家庭内が最も多いことが分かった。

• 二次感染注1を起こす感染者の割合は、乳幼児・小学生よりも中学生・高校生で高

いことが分かった。

• 小児を対象とした既存の感染対策（休校措置など）の実施にあたってはその有効

性を慎重に評価する必要がある。

【研究概要】 

インフルエンザでは小児が地域の感染拡大に重要な役割を果たしていることがわ

かっています。そのため、流行早期の休校措置などは感染拡大阻止に有効であること

が示されています。しかし、COVID-19 に罹患した小児が地域の感染拡大において果
たす役割は十分に明らかとなっていません。そのため、休校措置など小児を対象とし

た感染予防対策の有効性の正確な評価はこれまで困難でした。 

東北大学大学院医学系研究科の微生物学分野 押谷仁教授らのグループは、全

国都道府県が公表した 20 歳未満の COVID-19 患者の情報を用いて過去にさかのぼ 

った解析（後方視的解析）を行い、小児患者が家庭外で二次感染を起こす頻度は低く、

また二次感染を起こす小児患者の割合は中学生・高校生など比較的年齢が高い集団

で高いことを報告しました。これまで知られていなかった国内の小児による感染伝播の

実態が明らかになったことで、小児を対象とした感染予防対策の評価や立案に貢献で

きることが期待されます。 

本研究成果は、2021 年 8 月 10 日 Frontiers in Pediatrics 誌（電子版）に掲載されま
した。
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【研究内容】 

小児の COVID-19 の罹患者は軽症者や無症候感染者が多く、重症化する頻度は

成人よりも低いとされています。一方で、市中感染の拡大において、小児の COVID-

19 罹患者がどのような影響を持つかについては十分に明らかとなっていません。イン

フルエンザと同様に地域内流行の原因となっているとする意見と、小児が感染拡大に

果たす役割は限定的であるとする意見の両方があり、結論に至っていない状況です。

そのため、インフルエンザ流行初期には有効性が高いとされる休校措置など、地域の

流行を制御するという目的での小児を対象とした対策はこれまで困難でした。 

今回、東北大学大学院医学系研究科の微生物学分野 押谷仁（おしたに ひとし）

教授らのグループは、全国都道府県が公表した 20 歳未満の COVID-19 患者の情報

を用い過去にさかのぼって解析を行いました（後方視的解析）。 

全国都道府県から 2020年 10月末までに報告された小児患者 7,000人以上に対し

て、過去に COVID-19患者と接触した環境、および自身が二次感染を起こした環境に

ついて調査を行いました（図 1）。小児患者のうち過去に家庭内でCOVID-19患者と接

触した小児患者が 32%を占めて最多であり、保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校で

感染者と接触した小児患者は 5%未満でした。全小児患者のうち、10%が二次感染を

起こしていました。背景別に見ると中学生以上に年齢が進むにつれて二次感染を起こ

す患者の割合が上昇し、中学生・高校生における割合はそれぞれ小学生の 2.７倍・

2.1 倍となっていました（図 2）。二次感染症例が発生した環境では、家庭内が 26%を

占め最多であり、保育園・幼稚園・学校等で発生した二次感染症例は全二次感染症

例の 6%にとどまりました。 

 

結論：本研究によって、国内でどのように小児がCOVID-19に罹患しているのか、感染

伝播の実態が明らかになりました。小児は主に家庭内で感染しており、さらに二次感

染もその多くが家庭内で起きており、保育園・幼稚園・学校など家庭外での感染拡大

への関与は限定的でした。また二次感染を起こす割合は小学生よりも中学生や高校

生で高く、比較的年齢の低い学童の寄与が大きいインフルエンザとは異なり、小児の

地域内流行に果たす役割は限定的である可能性も示唆されました。今後、これらのこ

とを踏まえた感染予防対策の評価や対策の立案に貢献できることが期待されます。 
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【用語説明】 

注1. 二次感染：感染症に罹患した患者が、自分以外の人間にその感染症をうつし

てしまうこと。 

  



 

 

 

図 1．小児の COVID-19感染および小児患者からの二次感染 

小児患者（白色シルエット）は COVID-19患者（灰色シルエット）からの感染伝播によっ

て COVID-19 に罹患し、その後一部の小児患者は二次感染を起こし二次感染症例

（黒色シルエット）を発生させる。本研究では、小児への感染伝播（点線矢印）と小児

患者からの二次感染（実線矢印）がそれぞれどのような環境で発生していたのかにつ

いて調べた。 

図 2．二次感染を起こした小児患者の割合 

小児患者のうち二次感染を起こす患者の割合を全小児と背景別に示す。中学生・高

校生の患者が二次感染を起こす割合は、それぞれ小学生の 2.7倍、2.1倍であり、とも

に統計学的に有意に高い値だった（＊）。 
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